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和 田實の 遊び論をどう受け継ぐか

企画者 宍戸 健夫（同朋大学）

　　　　 竹内 通夫 （金城学院大学）

司 会　 宍戸 健夫

工，　　 和 由實の 幼児教育思想の歴史的位置

　 和 田は 、 1876 　（明治 9）年、に 生まれ 、 師範

学校 を卒業後、一時、小 学校の 教師 を勤め るが、後、

東 京女子 師範学校助教授 となる 。

’
1908 （明 治 4

1 ）年、中村 五六教授 と 「幼児教育法」を刊行 した。

　 今 日、こ の 書は、フ レ
ーベ ル 主義 を排 し、本格的

な幼児教 育理 論 を確立 しよ うと した書 とされて い る 。

　 ユ 915 （大正 4 ）年、女子 師範 を退職 し、自ら、

目 白幼稚園 を創設 した。そ して、1930 （昭和 5

9）年 、 目白幼稚園保母 養成所 （現東京 教育専門学

校 ） を開設 した 。

　そ して、1937 （昭和 12 ）年、に は、第 7 回

世 界教 育会 議に お い て 、幼稚園 教育にっ い て の 講演

を行 な っ て い る。

　 和 田 は、生 前、四冊の 著作 を残 して い る。

「幼児教育法」 （中村五 六 との 合著、1908 ）

「幼児保 育法」 （1913 ＞

「実験保育学」 （1932 ）

「保 育学」 （1943 ）

　 こ の 他 に、約 90 編 の 論 文を収めた 「和 田實遺稿

集」 〔ユ 976 ） があ る 。

　 和 田 の 幼児 教育思想 は、「幼児教育法」 で そ の 基本

骨格が提示 され、「幼 児保 育法 1「実験保育学亅で保々

完 成 され て お り、終生、そ の 思想的根幹 は不変で あ

っ た。1954 （昭和 29 ）年 に、77 歳 の 生涯 を

終 えて い る。本 年 は、没 後 50 年に 当たる年 で あ る。

　 和 田 の 教育思想 は、以下 の よ うに集約 で き ると考

え られ る。

1 ，幼児教育の 「学亅 として の 確立一教育の 科学的

研 究一

幼 児教育 は、「学」 と呼ばれ る組 織的理 論が ない 。和

田は、科学 的教 育学 の 研 究の 必要性 を追求 した。

2 ．自然主義的幼 児教 育 （保 育）

　 和 田 は、幼児教育の 方法 は、教授的、鍛練的 方法

　 で は な く、徹底 して （感 化 ）誘 導的方法 に よる 事

　 を主張 した。

3 ．遊 戯 的 教 育 論 の 展 開

　　遊戯は、幼児 の 自然 的本能 に もとつ く 自発 活 動

で あ り、こ れ に よ り心 身 の 健 全な発 達が ある。遊戯 は、

学習 で は ない と して、遊戯的教育論 を展開 した。

話題提供者　・湯川嘉津美（上 智大学）

　　　　　　　日吉佳代子 （東京教育専門挙校）．

　　　　　　　 竹内 通夫

指定討論者　 宍戸 健夫

　和田が明治時代にめ ざ した 科学的 幼児教育 をく私

た ちは、幼児教育 史の 中に位置づ け る作 業が 必 要 で

あ る。．

ll，和 田 實の 幼児 教育思想 の 特色

ユ，和 田実 は、明 治 41 年 に 申 村 五 六 との 合 著 で 「幼

児 教育法J を著 し、人格 の 基礎を培 う乳 幼児期 の 保 育

を、教育の 体系に位置付 け て 踰 じ、幼児教育の 重要性

を 終 生
一

貫 して主張 した人 で あ る。「幼児教育」 とい う

言葉は、和田実に よ っ て初めて使われた の で ある。

2 ，和 田実の 主張 した幼児教育論 とは

（1） 幼児教育は、「しつ け」 と 「遊 び」 に よ っ て 、幼

児 の諸性 情を誘 導す るのが 本領 であ る。知能 の 発達 は、

遊び の発展に伴 う自然の要求に応える程度に任せ るべ

きもの で あ る。幼児期に積 極的に 学習 を強い る事 は、

徒 に遊戯 生活 の 自 由 を奪い 、そ の 自主創造性 の 萌芽 を

枯死 させ る もの で ある。

（2） 幼 児の 教育計画 は，抽象 的に 大 まか で ある こ と。

幼 児 教育 の 計画 が 詳密で 具体的 で ある と、徒 に幼 児 を

刺 激 し神経質に して、幼児 の 可 能性 を狭 め て しま う。

幼 児教育 の 計画 は、教師 の 頭 の 中に 抽象 的に 大 まか に

方針をた て るだ けで よい の で あ る。

（3）幼 稚 園 にカ リキ 」 ラ ム は い らな い 。カ リキ ュ ラム

とは、学習課程 の 意味で ある。幼稚 園には挙習 作業 を

課 すべ きで は ない 。幼稚 園 の 騰 導 教 育 は、指 導 的 学 習

教 育 と は異 なる もの で ある。

（4）幼 児教 育 は、感化誘 導で あ る。誘導 とは、環 境の

魅力 に引き付 け られて 、知 らず識 らつ の 中に感化 され

る こ とを意味す る。指導 とは、合理 的に意識的 に納得

し理解す る こ とを 主 とす る も の で あ る。幼稚 園教育 は

感化誘導 を主 とし、学校教育は指導的問答によっ て知

能的学習を主 とす る とい う違い がある。

3 ．和田実 と倉橋惣 三 の誘導保 育鑰 の相 違点

　和 田 は 明治 39年 に 「幼児 教育 の 特 色」の 鹸 文 中 で、
「誘導亅 の 概念を使 っ て い る 。 家庭 で も幼稚 園 で も託

児所で も、幼児 の 生 活 の す べ て にお い て 、乳 幼児 の 教

育の 根本原則は感化誘 導で あ ると述 べ て い る e
一方 倉

橋 は、昭 和 9年 刊 の 「幼稚 園 真蹄 」 で、幼児 の 生 活 の

自己充実の 後 に そ の 生 活の 断片に ま とま りを っ ける よ
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　うに 系 統づ けて い く．為に
、 何 か主題 を与 え誘 導 して い

　く、それ が 誘導保 育である 。 とれ ほ幼稚斷こおい て 取

るべ き方 法で、一般家 庭で はむず か しい と述べ て い る。

和 田が 誘導保 育 を主張 して か ら 28年後 の こ と で ある。

　III．和 田 實b遊 び 論 　
．

　　和 田 は、そ の 生 涯 にお い て、四 つの 著作 と多 くの 踰

丈を残 して い る が、進び 論の 基本的 な考 えは、すで に、
最初 の 著作 「幼児 教育淘 （1908 ）に あ り、次い で、

　 「幼児保 育法」 （
．
19 ユ 3 ）に お い て 、少 し構想 を修 正

　し、「実験保 育学 亅 （1932 ） に 至 っ て、結実 した も

の と な っ て い る。
1
．：

　1 ．和 田の 発 潼観

　 和 田の 子 ど もの 発 達に 関する考之方 をみる と、．

　1子 どもの 発達は、
．
継 続的であ る。前 の 発達 は後 の発

達 の 基礎 とな る 。 直観 の発 達は観念の 発達の 基礎で あ

る し、観 念の 発逮 は知覚判断 の 基礎 で ある し、知覚判

断 の 発達は概念推理の 発達の 基礎 で ある。」と述 ぺ て い

』
る。（1932 ）

　
．
；れは、現代的発 達観 で あ

．
り、ピ ア ジヱ の 発 達観 に

近似 して い る。
2 ．遊戯の 定義

　和 由は 、遊戯 を幼児 の発 動的 自己括 動 と して とら え、
次 の よ うに定義を し て い る。
「遊戯 な る もの は、生 理 的 基 礎 を有す る諸種 め衝 動 と

此 の 衝動の 満足 に よ り得 られ た興 味を根 拠 として 発達

した る幼児の 自発活動で あっ て 幼児は之あ るが為に発

達 し之あ るが為に未 来を準備 し得 る もの で ある 。 」とし

て、「衝 動 と 「興味」と
．
「自発 活動 を強調 して い る。

　（190 ．8）

3 ，遊戯 の 分類

　 和 田 は、「実験保 育学亅 で 結実 した遊戯 論 を、「自己

括 動」 の 二 つ の 側 面 と して 、

　　 （1＞　経 験的収得的遊戯

　　 （2） 発 表 的遊戯 （模倣 的遊戯 と練習 的遊戯）

を強調 してい る。

　 特 に、前者 は、フ レーベ ル の 自己 活 動論 の批 判か ら

出
．
され た もの で あ る。

4 ，和 田 の 誘導保 育踰

　和 田 は、倉橋 よ り約 30 年前 に訓育的誘導論1遊戯
．

に お ける 誘導的方 法を強調 した。

遊戯 にお い て 、「観察亅、「実験 」、「鑑 賞」 を強鯛 した の

は 、幼児の 興味 の 追求 性 、暗示模倣 性を重視 L
’
た もの

で ある 。

5．．和 田の遊戯鯰 ・発津蹌 の 示 唯するもap．
　和 田の 幼児教育輪 は、彼 の努 力 と

’
研 鑚4）賜 物 で あ り、

当 時 と しては、．異例 なほ どの 外 国の 教育思想 を吸収 し、
そ の 幼児教育論 は、論 理 的 ・体 系的 で あ る。

　 そ こに あ らわ され た 発 遑 綸 は、発生 的 ・構 造的 な捉

え方 を して お り、ビア ジ ニ 理論に 近い も の を感 じさせ

る 。

　遊戯論 にお い て も、幼児 の発 達 を念頭 に置 い た 発達

的遊戯踰を展開 した。
「幼児の 自己 活動 としての遊戯亅 どい う考 え は、時代

をは るか に抜 きん出た卓越せ る琿輪的見解とい えるも

の で あ る。同時 に、こ の事 は、彼．
の 教育論や遊戯論が、

今日の わが 国の 幼 児教育 に多 くの示 唆を与 え
．
る もの を

もっ て い る と考え られ る の で ある。

IV．　 指 定討蹌者 と して 和 田研 究に望む もの

　和 田 が、中村 五 六 との 共著 と して 著 した 「幼児

教育法」 （1908 ）は、それ ま で の 恩物 中心の 保 育

を遊 び 中心 の 保 育 へ と転換 させ るた め の 画 期 的な著

作 で あ る。

この 本 での 、「経験的遊戯 」
・「模倣 的 遊戯 」 「練習的遊

戯」 の 三 つ の 類型化 は、ピ ア ジェの 「機 能遊び 」 「象

徴遊び 亅fル ール 遊び」 とい う遊 び論 に 近い ものが あ

る。しか も、目本 の 子 ど もの 遊 び に即 し て
、 遊び が

どの よ うに発達 して い く

．
か を考察する もの で あっ た。

　 こ の 本 を出発点 と して 、和 田 の 幼児 教育論が、ど

の よ うに発展 して い っ たかが、解明 され なげれ ばな

らない
。 そ して、口本 の 幼児保育理論 史の 上 に、ど

の よ うに位置づ けなかれ ばな らない の か、話題 提供

者 の 提案 を期 待 した い 。
』
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